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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-125 高等学校 公民科 政治・経済  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 政経 705 政治・経済 

 

１．編修の基本方針 
 

（1）教育基本法や学習指導要領における目標が達成されるよう，学習指導要領の内容

や，その取扱いに示された事項に準じて編修した。 

（2）政治や経済に対する関心を深めて学習意欲を高めることができるようにし，正確な

知識を習得して，日常生活や社会と積極的にかかわることができるようになることに

留意して編修した。 

（3）民主主義の本質に関する基本的な問題の学習をとおして，現代における政治，経

済，国際関係などについてみずから考える力を養えるようにし，また，良識ある公民

として公共の精神に基づいて社会に対して主体的に寄与しようとする態度を育成でき

るように配慮した。 

（4）本文の記述にあたっては，学習内容を正確に理解できるよう，できるかぎり平易

に，かつ簡潔になるよう配慮した。 

 
２．対照表 
 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
第1章 現代の政治 

第1節 民主政治の基本原

理と展開 
第2節 日本国憲法と基本

的人権 
Thinking Time 

・民主社会や日本国憲法の基本原理を紹介

し，他者と共に生きる社会の実現にむけ

てどのようなことが大切なのかに気付か

せるよう配慮した（第 1 号）（第 2
号）。 

・男女の平等，個人の価値の尊重，共生社

会などの観点から，誰もが生きやすい社

会の実現について考察できるようにした

（第 2 号）（第 3 号）。 

 

6～21 ページ 
 
22～43 ページ 
 
74～81 ページ 

第1章 現代の政治 

第3節 日本の政治機構 

・統治機構の基本的なしくみを理解し，現

代の政治状況に対する見方を養えるよう

な構成にした（第 1 号）（第 3 号）。 

・日本の司法制度に関する基本的な知識を

身に付け，主権者として，自主・自律，

正義，公共の精神などの観点から，より

よい選択・判断ができる力を身に付けら

れるよう配慮した（第 1 号）（第 2
号）（第 3 号）。 

 

44～61 ページ 
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第1章 現代の政治 

第4節 政治参加と民主政

治の課題 
Thinking Time 

・積極的に社会の形成に参画したり，政治

に参加したりすることの重要性や意義を

知り，これらに主体的に寄与する態度を

育成できるよう配慮した（第 3 号）。 

 

62～73 ページ 
 
74～81ページ 

第2章 現代の経済 

第1節 経済活動の意義と

経済体制 
第2節 現代経済のしくみ 
Thinking Time 

・経済の基本的な理論やしくみを理解する

ことにより，現代の経済状況に対する見

方を養うとともに，幸福・正義・公正な

どの観点から解決策について考察できる

ような構成にした（第 1 号）（第 3
号）。 

 

84～95ページ 
 
96～121ページ 
158～171ページ 

第2章 現代の経済 

第3節 日本経済と福祉の

向上 
Thinking Time 

・これまでの日本経済の進展とその変化を

紹介するとともに，中小企業や地域の経

済，また農業が果たす役割の大切さにつ

いて気付かせるよう配慮した（第 5
号）。 

・法と契約に関する基本的な知識を身に付

け，消費者として，自主・自律，正義，

公共の精神などの観点から，よりよい選

択・判断ができる力を身に付けられるよ

う配慮した（第 1 号）（第 2 号）（第 3
号）。 

・日本の労働法制について，その施行内容

や改正内容を紹介し，勤労や男女共同参

画の意義について理解を深めさせるよう

配慮した（第 2 号）（第 3 号）。 

 

122～157ページ 
 
158～171ページ 

第3章 現代の国際社会 

第1節 国際政治の動向 
第3節 国際社会の課題と

日本の役割 
Thinking Time 

・国際法や国際組織の理念について紹介す

るとともに，国際社会をめぐる動向や日

本との関係を概観しながら，日本社会の

一員として，国際社会の平和と発展に寄

与する態度を育成できるよう配慮した

（第 1 号）（第 5 号）。 

 

174～193ページ 
208～227ページ 
 
228～239ページ 

第3章 現代の国際社会 

第2節 国際経済の動向 
第3節 国際社会の課題と

日本の役割 
Thinking Time 

・国際経済のしくみや地球環境問題につい

て理解するとともに，世界の経済をめぐ

る動向や日本との関係を概観しながら，

日本社会の一員として，国際社会の平和

と発展に寄与する態度を育成できるよう

配慮した（第 1 号）（第 4 号）（第 5 号）。 

 

194～207ページ 
208～227ページ 
 
228～239ページ 

 

  

 
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

（1）カラーユニバーサルデザインに配慮し，見やすく読みまちがえにくいユニバーサ

ルデザインフォント（UD フォント）を使用した。 

（2）前見返しと口絵にいくつかの課題に関する記述を掲載し，本格的な学習に入る前

の導入として，生徒の興味・関心を高められるようにした。 

（3）p.3 や各節の冒頭に「二次元コード」を設け，関連するサイトや動画へのリン

ク，学習理解度を確認する「確認テスト」のページにアクセスできるようにした。 
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（4）第1章においては，民主政治の意義と本質について，あくまでも，生徒が主体的

に，自分自身の問題として考え，理解できるようにするため，幅広い立場の意見を

紹介するように心がけた。困難な課題と試練に直面している日本のなかにあって，

私たち一人ひとりに何ができるのか，何をなすべきなのかという問題意識を念頭に

置いて解説した。 

 

 

（5）第2章においては，経済分野の学習に，生徒がよりなじめるように，各所に身近な

話題や図・グラフ・写真を配するように心がけた。経済活動のグローバル化が進展

し，各国間の相互依存性がますます深化している今日，資本主義とその課題につい

ての正確な知識がますます必要とされるという観点に立って，経済の基本的な概念

や理論を広い視野から考察するように心がけた。 
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（6）第 3 章においては，グローバル化が進展し，各国間の相互依存性がますます深化

している現代の国際社会が抱えている政治や経済についての困難な課題と試練に対

して，私たち一人ひとりに何ができるのか，何をなすべきなのかという問題意識を

念頭に置いて解説した。同時に，世界における日本の役割を広い視野から考察する

ように心がけた。 

 

 

（7）各章末の Thinking Time においては，現代社会が抱えているさまざまな課題につ

いて，生徒がみずから探究する際の手がかりとなるようさまざまな見方・意見をそ

れぞれ例示した。さらに，生徒が自分自身で考えていく力を養えるよう，また社会

に対して主体的に寄与しようとする態度を育成できるよう，各課題の末尾に「考え

てみよう」を配して道筋を示した。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-125 高等学校 公民科 政治・経済  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 政経 705 政治・経済 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

（1）学習指導要領にあげられた項目に基づき，本文の内容を章・節に分けて，学習内容

がはっきりわかるようにした。また，必要に応じてコラムや副文，脚注を設け，生徒

の知識を深めたり，興味を広げたりすることができるようにした。 

 

（2）授業の展開を容易にし，かつ目的意識を持って学習できるように，各項目には，そ

の項目の主要テーマについての「問いかけ」を設け，かつその「問いかけ」を「本

文」の直前に入れることで，意味あるものにしようと意図した。 
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（3）現代の政治に関する問題と経済に関する問題，あるいは日本に関する問題と国際社

会に関する問題を個別的に説明するだけでなく，各所に参照ページを付して相互に有

機的に学習できるようにした。 

 

（4）8か所にコラムを設け，社会の動向に対する生徒の興味や関心を引き出しつつ，問

題点や解決策などについて生徒自身が主体的に考えてみることができるようにすると

ともに，学問的に高度な概念についても取り上げ，丁寧にわかりやすく解説するよう

心がけた。 

 

（5）多色刷りを効果的に利用し，工夫された図表，イラストや写真などを盛り込むこと

により，複雑な内容を容易に理解・把握できるようにするとともに，生徒が興味を持

って学習できるようにした。 
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（6）本文の学習を進めるにあたって必要な，日本国憲法と大日本帝国憲法（抜す

い）をはじめ，民法など社会での暮らしに関連する法令を巻末の参考資料とし

て掲載した。  

 
２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第1章 現代の政治 
第1節 民主政治の基本原

理と展開 
第2節 日本国憲法と基本

的人権 

A 現代日本における政治・

経済の諸課題 
（1）現代日本の政治・経済 

ア-（ア）（ウ） 
イ-（ア） 

 
6～21ページ 
 
22～43ページ 
 

11 

第1章 現代の政治 
第3節 日本の政治機構 
第4節 政治参加と民主政

治の課題 
Thinking Time 

A 現代日本における政治・

経済の諸課題 
（1）現代日本の政治・経済 

ア-（ア）（ウ） 
イ-（イ） 

 
44～61ページ 
62～73ページ 
 
74～81ページ 

11 

第2章 現代の経済 
第1節 経済活動の意義と

経済体制 
第2節 現代経済のしくみ 

A 現代日本における政治・

経済の諸課題 
（1）現代日本の政治・経済 

ア-（イ）（ウ） 
イ-（エ） 

 
84～95ページ 
 
96～121ページ 

11 

第2章 現代の経済 
第3節 日本経済と福祉の

向上 

A 現代日本における政治・

経済の諸課題 
（1）現代日本の政治・経済 

ア-（イ）（ウ） 
イ-（ウ） 

 
122～157ページ 

11 

第2章 現代の経済 
Thinking Time 

A 現代日本における政治・

経済の諸課題 
（2）現代日本における政治

・経済の諸課題の探究 

 
158～171ページ 

4 

第3章 現代の国際社会 
第1節 国際政治の動向 

B グローバル化する国際社

会の諸課題 
（1）現代の国際政治・経済 

ア-（ア）（ウ） 
イ-（ア） 

 
174～193ページ 

6 

第3章 現代の国際社会 
第2節 国際経済の動向 

B グローバル化する国際社

会の諸課題 
（1）現代の国際政治・経済 

ア-（イ）（ウ） 
イ-（ウ） 

194～207ページ 

6 

第3章 現代の国際社会 
第3節 国際社会の課題と

日本の役割 

B グローバル化する国際社

会の諸課題 
（1）現代の国際政治・経済 

ア-（ア）（イ）（ウ） 
イ-（イ）（エ） 

 
208～227ページ 

6 

第3章 現代の国際社会 
Thinking Time 

B グローバル化する国際社

会の諸課題 
（2）グローバル化する国際

社会の諸課題の探究 

 
228～239ページ 

4 

 
計 70 

 


